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佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

 

 令和３年６月９日付け県協第５１２号により寄附金交付決定通知のあった佐賀県ふるさと寄附金

「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金

（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定により、

関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第６号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第６号 別紙２） 

 

 

  



（様式第６号 別紙１） 

    令和３年度寄附金活用実績報告書 

 

事  業  名 佐賀高齢者施設支援事業 

寄 附 受 入 額  １０８，０００円 

事業内容（いつ、どこで、誰が、何を、どのように実施したのかについて記載）  

 

1. 県内宅老所支援事業 

■期間：2021年 4月～2022年 3月 

■場所：佐賀県内 

■対象者：当団体理事である佐賀県地域共生ステーション連絡会（以下「対象会」）の会員施

設  

■事業の要旨： 

対象会の課題について、ヒアリングをしながら、当会の全国事例を元に、課題解決 

提案を実施 

次年度以降の介護保険制度への課題アプローチをしながら、県内の施設がよりよくなるよう

な支援を実施した。 

 

 

 事業実施の成果・効果（見込み）  

※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

 介護保険制度が、うつりかわりある中で、当会代表が厚労省の会議への参加することによる最

新情報を、県内の施設へ共有することで、各施設の将来の計画への制度アップに貢献できたもの

と考える。ひいては利用者である地域の高齢者にとっても、必要な施設が存続する成果がでると

考える 

 

 



（様式第６号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

事業名 佐賀高齢者施設支援事業 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 １０８，０００  

   

   

   

   

   

収入 計 １０８，０００  

支 
 

出 

専門家謝金 ０  

旅費 ０  

印刷製本費 １０，０００  

消耗品費 １，８４０  

   

   

返礼品等の調達に係る費用 ９０，１６０ 令和 3年度寄附 340,000円に対する調

達に係る費用 

返礼品等の送付に係る費用 ６，０００ 令和 3 年度寄附 340,000 円に対する調

達に係る費用 

広報に係る費用 ０  

事務に係る費用 ０  

支出 計 １０８，０００  

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


